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内
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台風や梅雨時の集中豪雨等の異常気象により、被災した河川等の機能回復を行う。

被災した箇所を迅速に把握し、適切な災害復旧工事を実施する。
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災害被災箇所の河川機能を回復する。
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被災箇所周辺住民及び二次災害の被害が予想される市民

被災した箇所を迅速に把握し、適切な災害復旧工事を実施する。
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事業：河川等災害復旧事業                                

１．河川等災害復旧事業 

   集中豪雨等の異常気象により、被災した河川等の機能回復のため、復旧工事を行った。 

 

細事業：河川等災害復旧事業                             

１．河川等災害復旧事業 

   河川等において、集中豪雨等の異常気象により、被災した箇所の機能回復のため、災害復旧工事を行った。 

 

 （１）工事請負費 

工 事 名  金額（円） 期 間 工 事 概 要 

 

 

 

準用河川加賀田川災害復旧工事 

 

 

 

 1,806,000 

 

 

H25.05.22 

～ 

H25.07.25 

施工延長 Ｌ＝５ｍ 

 土 工 一式 

 根固工 Ｌ＝５ｍ 

 片持ち床板工 Ｌ＝４．２ｍ 

 アスファルト舗装 Ａ＝１２㎡ 

 付帯工 一式 

 

 

 

普通河川天見川災害復旧工事 

 

 

 1,270,500 

 

H25.04.24 

～ 

H25.07.05 

施工延長 Ｌ＝８．７ｍ 

 第１工区 Ｌ＝３．３ｍ 

  コンクリート護岸工 Ｌ＝３．３ｍ 

 第２工区 Ｌ＝５．４ｍ 

  根固工（H=2m） Ｌ＝５．４ｍ 

 

普通河川流谷川応急復旧工事 

 

   205,800 

H25.04.15 

～ 

H25.05.10 

施工延長 Ｌ＝７ｍ 

 土 工 一式 

 大型土のう設置工 Ｎ＝１１基 

 

普通河川石見川応急復旧工事 

 

   441,000 

H25.09.20 

～ 

H25.10.18 

施工延長 Ｌ＝９ｍ 

 土 工 一式 

 大型土のう設置工 Ｎ＝１９基 

計  3,723,300   

 


